
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際平和のためのユース対話イベント 

「被爆 80 年の今、広島から世界へ　‐若者が提案する核兵器廃絶・平和への道 -」 

開催の御案内 

日時：2025 年 8 月 6 日（水）12:00 - 16:00 

場所：ANA クラウンプラザホテル広島 ３階「オーキッド」 

（YouTube 同時配信） 

 

広島県/へいわ創造機構ひろしま（HOPe）及び国連訓練調査研究所（ユニタール)広島事務所 

は、広島への原爆投下から 80 年を迎える８月６日に、国際平和のためのユース対話イベント 

「被爆 80 年の今、広島から世界へ　- 若者が提案する 核兵器廃絶・平和への道 -」を 

以下のとおり開催いたします。 
当イベントでは、2025 年度「国連ユニタール広島青少年大使プログラム」に参加する 

高校生をはじめとする若者が、ゲストとの対話を通じて、平和への取組に関する議論を深め、「平

和な世界」を実現するためのロードマップを、世界に向けて発信することを目指します。　 

　未来を担う若者たちの平和への熱い想いを是非取材くださいますよう、お願いいたします。 

 

【開催概要】 

ž 日　　時：2025 年８月６日（水） 12：00～16：00 

ž 場　　所：ANA クラウンプラザホテル広島　３階　「オーキッド」 

ž スケジュール：セッション１（12:00‐14:00） : グループワーク（ロードマップ作成） 

スケジュール：セッション２（14:30‐16:00） : ロードマップ発表 

※ゲストはセッション２のみ参加します。 

ž 言　　語：日本語・英語 

　　　　　※セッション２では、日本語⇔英語の同時通訳を提供します。　　　　 

ž 配　　信：セッション２を以下のとおり配信します。 

　　　　　　- へいわ創造機構ひろしま（ＨＯＰｅ）YouTube チャンネル 

にてライブ配信　 

- 大阪・関西万博広島県ブースにてライブ配信 
ž 参 加 者：  

(1)  ゲスト 

被爆者　後東 利治 氏 

国連事務次長・軍縮担当上級代表　中満 泉 氏 

広島大学平和センター　センター長　ファンデルドゥース・瑠璃 氏 

赤十字国際委員会（ICRC）アジア大洋州地域局長　レジス・サビオ氏 

広島県知事・へいわ創造機構ひろしま(HOPe)代表　湯﨑 英彦 

(2)  ファシリテーター 

国連事務次長補兼国連ユニタール総代表　ミシェル・ジャイルズ＝マクドノー 

(3)  参加者 

国連ユニタール青少年大使事業参加の高校生及び県人材育成事業修了者 約 30 名 

（ゲストとの議論参加者） 

学生 約 50 名（オーディエンス） 

 

 

 

オンライン配信はこちらから 

原音（英語）はこちら↓ 

 

 
 
 
日本語はこちら↓ 

資　料　提　供 

令和７年７月 29日 

課　　名：平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 

（へいわ創造機構ひろしま事務局） 

担 当 者：山本 

内　　線：2365 

直通電話：082-513-2368 



 
 
 
【取材申込について】 

取材いただける場合、開催前に、①取材セッション、②貴社名、③取材者氏名、④取材人数、

⑤連絡先を、以下までお知らせください。 
 

国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所　　担当：田村（広報） 

E-mail: Momoka.TAMURA@unitar.org 

Tel.: 082-236-3808　 

なお、当日は貴社腕章等の御所属先が分かるものを御着用くださいますようお願いします。


